
国際ロータリー第2620地区�

例　会　場／名鉄菜館 �

開 会 点 鐘／18：30�

ロータリーソング／四つのテスト�

内　　　容／ＲＡＣと合同例会�
　　　　　　Ｒアクト委員会   �

会 員 慶 事�

☆結婚記念日�
　3月29日　勝又　洋・泰　子様 ご夫妻�
�  3月30日　梶原一正・みさ子様 ご夫妻�

☆連続出席�
　3月21日　山口幸男 君（１３年間）    �
�  3月23日　林　由行 君（４年間）�

次回4月1日の例会�

１８３８回　１２：３０点鐘　東山荘・講堂�

会　長　  水口　正宏�

 　一雨ごとに、山麓地方にも春

の気配が色濃くなってまいりました。一方、私

たちの居住地域は神奈川県西部・東海・東南海

地震帯に含まれるうえ、富士山の噴火災害に見

舞われる可能性も高い地域です。   �

　このような災害が発生すれば、私たち自身が

要援護者にならないという保障はありませんから、

「地域防災」の視点から〈共助〉のシステムを検

討し、これを推進していかなければなりません。   �

　阪神淡路大震災をはじめとする過去の災害の

反省から、自主防災組織があるだけでは安心で

きません。実際に機能する組織でなければ意味

が無いからです。   �

　災害時要援護者の対応を踏まえた具体的な支

援を促進するためには、自主防災活動関係者と福祉

活動関係者・ボランティア活動関係者などが日頃か

ら連携して、要援護者の把握や避難所の運営・被災

地での支援方法などを検討しなければなりません。   �

　最近では、実際の被害を想定した図上訓練（デイグ）

やトリアージ訓練（優先治療）などが行なわれるよ

うになりましたが、あらゆる場面に対応できる備え

をすることは容易なことではないと思われます。   �

　一旦災害が発生すると、個人の生活環境が一変す

るうえ、メンタルヘルスの面でも後々まで影響が残

ります。   �

　本日は社会奉仕委員会の事業の一環として、『御

殿場市の防災体制について』と題して牧野惠一防災

監から卓話をしていただくことになっております。   �

　今現実に起こっていないことを考えたりすること

に慣れていない私たちですが、緊急時にどう行動す

るかシミュレーションする思いで、お話を伺いたい

と思います。�



会員数� 出席者数� 暫定出席率�
計算に用いる�
会員数�

前々回の�
確定出席率�

６２名� ５９名� ５４名� ９１.５３％�１００.００％�

勝間田太住君　3月 3日　ＧＲＡ    �
芹澤　正明君　3月 3日　ＧＲＡ    �
戸栗　太平君　3月 4日　裾　野    �
小早川豊一君　3月10日　長　泉    �
井口　修一君　3月12日　沼　津    �
神谷　高義君　3月17日　ＧＲＡ    �
滝口　喜徳君　3月17日　ＧＲＡ  

●メーキャップ�
　　　　（7名）�

●欠席者（5名）�
　石川又英君・勝又重春君・勝又敏樹君・勝又敏雄君�
　大森清治君�

※やむを得ず欠席される方は、午前10時までにご連絡下さい。�
■ 4月 7日（水）19：30 駿 富 苑�
■ 4月24日（土）移動例会（菊川町）�

出席される�
ロータリアンの方は、�
食事を済ませて�
きて下さい。�

○例会日/木曜日�
○例会場・事務局/YMCA東山荘�
　静岡県御殿場市東山１０５２�
　電話/０５５０－８３－１１３３　ＦＡＸ/０５５０－８３－１１３８�
　http://www.gotemba-rc.gr.jp/
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（1841回）�

�

月　日� 点　鐘 � 会　場� 内　容� 担当及び卓話者�
●4月　御殿場RC例会プログラム●�
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18：30

12：30

12：30

東山荘・講堂�

御殿場高原ホテル�

名鉄菜館�

東山荘・記念館�

�
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3クラブ合同例会＆観桜会�

PETS報告�

豊かなロータリーライフは「友」と共に�

クラブ協議会（第5回）�

会長エレクト�

ロータリーの友所長 本行輝雄様�

親睦活動委員会�

全　員�

4/ 1�

4/ 9�

4/15�

4/22

○会　　　長/水口　正宏�

○幹　　　事/梶原　一正�

○会報委員長/勝又　　誠�

第2620地区�

●昨日のアクト例会は3月25日の合同例会に振り替えました。
　市民会館に出席して戴いた皆様には大変ご迷惑をお掛け
　しました。メーキャップとさせて頂きます。�

Ｒアクト委員長　芹澤正明君�

御殿場市の防災体制について�
　御殿場市防災スタッフ  防災監　牧野　惠一様�

東海地震について   �

　昭和51年（1976年）8月に、静岡県を中心とした東

海地域で「明日起こっても不思議ではない」とい

う東海地震説が発表された。   �

　東海地震は静岡県直下を震源域とするプレート

境界型の地震で、100年～150年に一度繰り返し発

生するマグニチュード8の地震である。今年は最長

の150年目に当たり、秒読み段階と言われている。   �

　御殿場市内で震度6弱以上の強い揺れが起こり、

死者83名と想定されている。（小山町では42名）   �

富士山噴火について�

　1707年の宝永噴火から300年が経つ現在でも、富

士山は噴火の可能性を有する活火山である。   �

　平成12年（2000年）10月からの低周波地震の頻発

を機に、富士山噴火の可能性がクローズアップした。

大規模噴火の場合、御殿場の市街地にも溶岩流が

到達し、避難者約6000人、被害額2兆5千億円と想

定されている。（死者は０人）�

防災対策について�

　まずは、自分や家族が無事でいることが第一であ

る。（「自分だけは大丈夫」という過信は禁物。）   �

　事業所の防災対策も、従業員や顧客の安全確保が

第一である。   �

　防災対策は、「悲観的に備えて楽観的に対処する」

ことであり、最低3日分の食料と水の確保が必要。   �

ハザードマップ（災害予想図）について   �

　地震や火山噴火、水害などの災害発生時に予想さ

れる各種被害を地図に示したもの。   �

　平成14年（2002年）6月、宝永規模の噴火が発生

した場合の富士山溶岩流の到達範囲・時間・量から

被害を想定し、ハザードマップ中間報告が発表され

た。   �

　ハザードマップは作成、啓発、発災後の対策の夫々

の場面で、危険箇所の再認識・周知・災害対応への

活用が可能である。    �

まとめ    �

　東海地震や富士山噴火は自然現象であり、避ける

ことは出来ない。    �

　被害を抑えるための事前対策が重要である。    �

　　地震対策…住宅の耐震補強、家具の転倒防止   �

　　火山対策…避難体制の確立 

☆御殿場ローターアクトクラブ（ＧＲＡ）は、クラブ協議会と被
　選理事会の協議結果を踏まえ、 今年度(2004年6月末)を
　もって終結。   �

☆青少年交換事業の派遣学生予定者（大庭清孝君：大庭健一
　郎君の長男）の派遣は、諸事情により1年間延期。   


